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利
根
川
の
治
水
問
題
は
わ
が
国
に
と
つ
て
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
が
、
今
回
の
九
州
水
害
の
実
態
に
か
ん
が
み
、
そ
の
重

要
性
は
急
激
に
増
大
し
た
と
考
え
る
。
特
に
水
害
に
苦
し
む
江
東
地
区
に
と
つ
て
は
利
根
川
の
治
水
は
直
接
生
死
を
左
右
す

る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
当
局
は
江
戸
川
に
毎
秒
五
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
流
し
て
利
根
川
の
こ
う
水
を
調
節
す
る

計
画
を
樹
て
て
い
る
が
、
昭
和
二
十
二
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
時
は
二
千
八
百
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
流
し
た
の
み
で
、

つ
い
に
栗
橋
附
近
の
堤
防
の
決
壊
を
み
た
。 

、

江
戸
川
改
修
は
江
東
地
区
が
救
わ
れ
る
の
み
で
な
く
利
根
川
下
流
地
方
も
こ
う
水
の
惨
か
ら
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

江
戸
川
改
修
は
是
非
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
。 

、

江
戸
川
の
水
路
を
改
修
し
て
多
量
の
水
を
流
す
こ
と
は
利
根
川
堤
防
の
負
担
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
工
事
は

今
な
お
あ
ま
り
進
ち
よ
く
し
て
い
な
い
が
至
急
完
成
す
べ
き
必
要
が
あ
る
。
ま
た
江
戸
川
分
水
の
関
宿
よ
り
東
京
湾
ま
で
の

距
離
は
鹿
島
灘
ま
で
の
距
離
の
半
分
で
あ
る
。
長
距
離
よ
り
近
距
離
の
方
が
放
水
す
る
に
都
合
が
よ
い
の
は
自
然
で
あ
る
。 

、
、

利
根
川
の
治
水
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

、 
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、 

 



 

 

四 

か
か
る
観
点
よ
り
す
る
利
根
川
治
水
対
策
及
び
江
戸
川
改
修
に
関
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


